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現場担当者が使えるシステム開発ツールでDX課題の解決
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世界のデジタル競争⼒の⽇本の順位

（63カ国中）2022年29位



経済産業省の調査(2019年3⽉)

2030年に最⼤79万⼈のICTエンジニアが不⾜する



DXに取組んでいない企業

101万社
DXの成果が出てない企業

（成果が分からないも含みます）

32万社

※図はDX⽩書2023より抜粋※令和3年の法⼈数︓178万社

国内178万社のうち133万社（75％）がDXができていない



システム導⼊

どちらから始める︖

デジタル競争⼒を上げるDXは︖

データ収集



システム導⼊からDXを始めた場合

システム選定
２ヶ⽉

システム制作
３〜９ヶ⽉

テスト運⽤
２ヶ⽉

システム修正
２ヶ⽉

運⽤開始

運⽤開始後にデータ収集を始めるとシステムが合わない場合もある

制作費⽤︓数⼗万円〜数百万円 ＋ 保守費⽤︓数万円〜数⼗万円／⽉

システムの運⽤開始まで１年以上の期間が必要になる



データ収集後なので業務改善と正確なシステム選定を実現可能

制作費⽤︓数万円〜数⼗万円 ＋ ⽉額利⽤料︓数千円〜数万円

システムの運⽤開始は１ヶ⽉程度の期間で可能になる

データ収集からDXを始めた場合

システム選定
１ヶ⽉

データの収集
２ヶ⽉

データを分析
１ヶ⽉

専⾨家に相談
１ヶ⽉

業務改善策
の実⾏



ＤＸとは？

「企業がビジネス環境の激しい変化に対応し、データとデジタル技術を活⽤して、顧客や社会のニーズ
を基に、製品やサービス、ビジネスモデルを変⾰するとともに、業務そのものや、組織、プロセス、
企業⽂化・⾵⼟を変⾰し、競争上の優位性を確⽴すること」

（経済産業省「DX推進指標とそのガイダンス」より）DXの定義

l 企業競争⼒の向上
l ⽣産性の向上
l 新サービスの開発
l 働き⽅改⾰

簡単に⾔うとデータを活⽤して下記の４点のいずれかを実践して
企業が発展していくための基盤を強化することです

事業の利益を強化
業務負担と経費を軽減
売上の種類を拡⼤
優秀な⼈材を確保

・・・・
・・・・・・
・・・・

・・・・・・・

つまり、ＤＸを推進することで企業の新しい価値を⽣みだす



ＤＸ推進

なぜ、ＤＸ推進は難しい？

10

ＩＴ導⼊とＤＸ推進の違い

今までの業務をデジタル化する

ＩＴベンダー等の
外部に任せられる

ＩＴ導⼊とＤＸ推進ではアプローチの⽅法が違う

データを元に新しい価値を⽣みだす

（ＩＴの知識以外に事業経験や業務知識などが必要）

ＩＴ導⼊

業務改善に近い 新規事業に近い

システム導⼊だけでは解決できないシステム導⼊で解決できる

業務に精通した⼈材が不可⽋



私たちが考えるＤＸ推進の取り組み⽅

11
DX推進を新規事業と同じに考えるとコストを抑えて早く実⾏できることが重要と考えます

先にDXの計画を決めるのではなく、データを収集分析してからDXを計画します。

① DX推進を計画
② システム導⼊計画
③ システム制作を依頼
④ システムのテスト
⑤ システム運⽤開始
⑥ システム導⼊の周知
⑦ データの収集と分析
⑧ DX実践して効果測定

① まずは社内データの収集

② データ分析してDXを計画

③ DXに必要なシステムと連携

④ DX実践して効果測定
⼯程を半分にして
短期間で実⾏する



私たちが考えるDXとは？

DX
Data Transformation
データを活⽤して新しい価値を⽣み出す

Digital Transformation

（DXやAIにはデータが不可⽋）



登壇者の紹介



私たちが取り組む課題

現場業務のDXをもっと簡単に︕

私⾃⾝がスマホ修理会社を10年経営して
現場のDX導⼊がどれだけ⼤変かを痛感した



代表「猿⾕」の経験

店舗や⼯場など多くの現場を経験
30店舗以上の
スマホ修理店を運営

メーカー修理⼯場の
開設・運営を受託

補償修理センターの
構築・運営を受託



システムが使われなくなった

仕様変更がすぐにできない

使い難くて作業時間が伸びた
現場のDX化で多くの課題に直⾯

変更がすぐにできないため、業務に合わなくて使われなくなった

出来上がったシステムが使い難くて返って作業時間が伸びてしまった

現場担当者とシステム担当者の意思疎通がうまく⾏かず仕様変更がすぐにできない

⾃⾝が直⾯したDX化の課題



800万円の費⽤
1年の制作時間

結果・・・
多くの費⽤と時間をかけた
システムが無駄になった



⽇本のDXの課題



⽇本企業のDX導⼊はどうなっている？

DXに取組んでいない企業

101万社
DXの成果が出てない企業

（成果が分からないも含みます）

32万社

※図はDX⽩書2023より抜粋※令和3年の法⼈数︓178万社

国内178万社のうち133万社（75％）がDXができていない



なぜ？多くの企業がDXできないのか？

上図よりサービス業のDXの取組状況が他業種の２倍近くの遅れがあると分かります。
このことから⼈が携わることが必須な現場のDXの取り組みが難しいと考えられます。※図はDX⽩書2023より抜粋

⼈の対応が必須で複雑な業務を要する現場でのDX化が困難

病 院接 客店 舗⼯ 場 建 設



現場のDXはなぜ困難？

オフィスと現場ではシステムの使い⽅が違う

システム以外の作業が
主な仕事

システムを使うことが
主な仕事

現場では⾒やすくて使いやすいものが必要

デスクワーク 現場作業



現場では書類が好まれる？？
使い慣れた書類をシステム化すると⻑くて⾒づらくなってしまう



Photolizeとは？
データの収集をもっとも簡単にするサービス



現場のDXの解決策「Photolize」

Photolizeの紹介動画（3分）https://youtu.be/U1vwCiSG9cA

https://youtu.be/U1vwCiSG9cA


① Photolizeの⼊⼒フォーム作成

書類の画像を送るとAIと⼈が確認して⾃動で⼊⼒フォームを作成
最短１時間で元の書類と同じ⾒た⽬の⼊⼒フォームができあがります

現場の3つの負担を1つに ①⾒た⽬が⼤きく変わる ②システムの使い⽅を覚える ③使⽤するデバイスが変わる

＜ユーザーは書類の画像を送るだけ＞ ＜Phtolizeが書類と全く同じ⾒た⽬の⼊⼒画⾯を作成＞



②Photolizeのデータ⼊⼒

申込書

様々なデータ⼊⼒機能によってシステム学習をしなくても紙に書くように使⽤可能

署名⼊⼒

写真貼り付け

複数選択マスタデータ連携 ⽇付カレンダー

外部リンク配置

お絵かき機能

単数選択 ⾃動計算

添付ファイル
⽂字＆数値⼊⼒

タッチペンによる⼿書き⽂字⼊⼒



Photolizeに蓄積したデータベースを使って業務効率向上や作業コスト削減
さらに、APIやCSVで基幹システムなどとシームレスに連携が可能

③Photolizeのデータ管理と連携

基幹システム

管理システム



つまりPhotolizeとは！？

＜ 現場側では使い馴染んだ書類の良さ＞

「⻑年使い馴染んだ書類の良さ」と「⼿軽にデータベースを扱える機能」
の２つの要素を組み合わせた、まったく新しい情報管理ツール

＜ 管理者側では⼿軽にデータベースを扱える ＞



背景画像の変更で外国語のフォームを作成

書類を元に作成するPhotolizeなら世界中の⾔語の⼊⼒フォームを簡単に作成

⽇本語の受付フォーム 英語の受付フォーム

同 型



Photolize ⽉額料⾦

10,000円〜
l ユーザー数︓5
l アプリ数︓5
l レコード数︓5,000

l テキスト⼊⼒
l 数値⼊⼒
l 住所検索
l 選択⼊⼒
l ⽇付⼊⼒
l 計算機能
l ユーザー選択
l グループ選択
l ⼿描き⼊⼒
l 画像貼り付け

l ユーザー設定
l ゲスト設定
l レコード閲覧
l アクセス設定
l データ検索
l フィルタ設定
l 印刷出⼒
l PDF出⼒
l CSV出⼒
l メール通知設定

l オリジナル⼊⼒フォームのご利⽤
l ⼊⼒フォームの作成＆修正依頼
l データベース機能のご利⽤
l システムのアップデート

l 1ユーザー追加︓1,000円／⽉
l 1アプリ追加︓1,000円／⽉
l 1,000レコード追加︓1,000円／⽉

※その他オプション機能があります

基本機能

追加オプション

Photolizeの料⾦プラン（導⼊前に１５⽇間の無料トライアルをご利⽤可能）

Photolizeの料⾦プラン

※ 導⼊時の初期費⽤は設定や制作内容によって変わりますので別途お⾒積りいたします。
※トライアル期間でご利⽤できるアプリ数は１アプリまでとなります。
※ トライアル期間を終了した時点で契約しない場合は費⽤は発⽣しません。
※ ⾦額はすべて税抜き⾦額になります。

（税抜き）



サービス導⼊の流れ

STEP1 STEP2 STEP3
アカウントを作成して書類の
画像を送信。
まずは、⼊⼒フォームを作成。

オリジナルの⼊⼒フォームで
導⼊テスト＆修正を実施。
15⽇間無料でご利⽤可能。

導⼊テストを実施後にその後
の利⽤をご判断。
⽉額１万円〜ご利⽤可能。
（テスト期間で終了は無料）

STEP２︓現場で使⽤テストを実施

実際の現場で試すのでテスト利⽤後は20％〜25％の導⼊率

3つのステップでご利⽤者様に負担なく導⼊が可能
STEP１︓書類から⼊⼒フォームを無料で作成

STEP３︓継続利⽤の可否判断が可能



導⼊事例



導⼊企業例①

⽇本たばこ産業株式会社
電⼦たばこ販売店「Ploom Shop」にてお客様の電⼦たばこの故障受
付応対を⾏なうためのシステムとして導⼊

課 題

導⼊背景

効 果

l お客様の応対をしながら故障受付のデータのを⼊⼒
l ⼊⼒したデータをカスタマーサポートにデータ連携と品質管理に

回収物と受付内容の報告を送る

l ⼊⼒データを印刷するためのデータ連携作業が不便
l データの連携時にエラーがあり修正に時間がかかる

l お客様が紙に記⼊したものをシステムに⼊⼒する⼿間を減らす

l データ⼊⼒にかかる作業時間を５０%に削減
l 作業⽇報の集計時間が８０%以上の削減

l データ連携時のエラーが無くなった

使い⽅︓お客様受付対応業種︓たばこ販売



導⼊効果
⼊⼒時間を

50％削減
することで

1⽇100件の⼊⼒で

600万円
（100件×10分（⼊⼒時間）×50％÷60分×2,000円（給料）×365⽇）

12万円〜
ROI︓50倍

の年間コストを削減

その他、集計時間や印刷費⽤など様々なコスト削減効果があります



その他の導⼊例

2023年10⽉の正式リリース前に30社以上が利⽤
電⼦部品⼯場病 院店頭受付 中古買取 社労⼠

LPガス税理⼠エステ 建設業 葬儀屋

営業管理写真館清掃業 ⼈事管理 FAX受注





私たちについて



より価値のある仕事に集中できる世界へ

our vision
インターフェースを最適化して

世界中を元気に！
２ Input３ Utilize
⼈が考えることを

予測して⼊⼒
最適な⾏動⽅針を

AIが提案

１ Create
写真⼀枚から

フォームを⽣成



Make it Easy.
簡単なシステムにより「⾃分もできる」
と思えるのは、システム導⼊にあたって
もっとも重要と考えます。
⼈は「できる」と思えば「やる気」が
出てきます。弊社は「⼈を元気にする」
インターフェースを提供します。

our mission



代表者のご紹介

代表取締役

猿⾕ 吉⾏｜Saruya Yoshiyuki
私の20代は、群⾺、⼭梨、岐⾩の3箇所のスキー場内でスノーボードスクールを経営。
30代では、三井物産ロシニョール株式会社やその他の複数の会社で新規事業の⽴ち上
げや営業責任者を経験。
40代では、10年間経営したスマートフォン修理会社のスマホステーション株式会社を
⽇本PCサービス株式会社（名証上場）に売却してcodeless technology を設⽴。

店舗運営のシステム化、スマホメーカーの修理⼯場の受託、⼤⼿キャリアの補償センターの
構築などの経験を活かして、使い⼿の利便性を極限まで考えてPhotolizeを開発しました。
⾃⾝のキャリアの中でたくさんの現場を経験してきて、どうすればスタッフの負担を軽減し
て業務に集中できる環境を作れるかという視点でシステム制作を実施しております。
「Make it Easy.」のmissionのもと、システム導⼊をもっと簡単にしていきます。

インターフェースを最適化して働く⼈の負担をなくしたい︕

「現場の業務フロー構築を熟知したSE」



取締役 ＣＩＯ
⾹⼭ 哲｜Kayama Tetsu

㈱セガ（現セガサミーホールディングス）の
代表取締役を始め数社の取締役に就任した経
験を活かして弊社のプロダクト開発、マーケ
ティング、事業計画を担当しています。

取締役 ＣＫＯ
佐藤 博久｜Sato Hirohisa

㈱タカラ（現タカラトミー）代表取締役を始
め数々の企業の取締役に就任した経験を活か
して弊社の社内マネジメント、パートナー開
拓、を担当しています。

取締役 ＣＦＯ
友⽥ 剛司｜Tomota Takeshi

CFOとして管理部⾨の構築・株式上場の責任
者として株式会社オープンループと株式会社
インタートレードの2社の株式上場を経験。
資⾦調達、上場計画を担当しています。

取締役 ＣＴＯ
中武 範彰｜Nakatake Noriaki

⽇本最⼤級の⼈事ポータルの運営⽀援を⾏い
つつ、新規サービス⽴ち上げやシステム設計
などを⽀援。技術責任者として技術者のマネ
ジメントとシステム開発を担当しています。

事業経験の豊富な経営チーム



SDGsへの取り組み

弊社は持続可能な未来を築くためにSDGｓの４つの項⽬に取り組んでおります

⽬標8 すべての⼈々に働きがいと経済
成⻑を: Photolizeは現場の業務効率化
をサポートし、⽣産性の向上を促しま
す。これにより、経済的な価値の創出
とともに、働く⼈々の働きがいも向上
すると捉えています。

⽬標9 産業と技術⾰新の基盤をつくろ
う: Photolizeはデジタル技術を⽤いた
⾰新的なソリューションを提供するこ
とで、産業のモダナイゼーションと持
続可能なインフラの構築をサポートし
ます。

⽬標12 つくる責任 つかう責任: 
Photolizeの書類のデジタル化により、
紙の使⽤が減少し、リソースの有効活
⽤が促されます。これは持続可能な消
費・⽣産の実現に寄与する要素となり
ます。

⽬標13 気候変動に具体的な対策を: 
Photolizeによって紙の使⽤を減少させ
ることは、森林資源の保護につながり、
CO2の吸収量の維持や増加に寄与し
カーボンフリーの実現に役⽴っていき
ます。



最後までご覧いただきましてありがとうございます

https://codeless-tech.com/

codeless technology 株式会社社 名︓

〒１０１­００５４
東京都千代⽥区神⽥錦町２­９
⼤新ビル５０９

住 所︓

０３­６８２４­２７５０電 話︓

猿⾕ 吉⾏ Saruya Yoshiyuki代 表︓

７５０万円資本⾦︓

２０２０年４⽉１⽇設⽴⽇︓

業 務︓ システムの受託開発・運営管理
Photolizeサービスの開発・販売・運営https://photolize.jp/

今の⼊⼒フォームのUIは30年以上変わっておらず使いにくいと気づいてほしい。
そして私たちはPhotolizeを通じてすべての⼊⼒フォームを最適化していきます︕
弊社は⾜りないものだらけのベンチャー企業ですのでご⽀援ご協⼒をお願いします。

https://codeless-tech.com/
https://photolize.jp/


インターフェースを最適化して世界中を元気に︕


